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(4) 共同研究員が投稿する場合は，論文の内容は，共同研究プロジェクトの研究内容及び研究成果である
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(5) 外来研究員が投稿する場合は，論文の内容は，滞在期間中の研究題目に関する研究内容及び研究成果
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(6)研究の中間報告，既発表論文のデータ補足的な報告も可とする。
 5．原稿のカテゴリー　　「論文」のみとし，研究ノ トーや書評紹介は含めない。
 6．原稿の書式等（略）　　
 7．原稿提出方法（略）
 8．著作権
著者は，原稿を投稿する際に，以下を承諾したものとする。
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　・著者は，論文の複製権と公衆送信権の行使を研究所に許諾する。
　・その他「国立国語研究所における編集著作物の取扱いについて」に定められている事項。
なお，他の著作物に掲載された図版の転載等にかかわる著作権処理，及びデータの利用・公開にかかわる関
係者の許諾取得は，著者の責任において行うこと。
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